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COVID-19により導入されたICT施策(2020.4)

出典:ITR「コロナ禍の企業IT動向に関する影響調査」
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生活スタイルの変化を支えたICT
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通信を介した支援の和通信により真実を個人が発信

通信による教育の継続
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電子情報通信学会を取り巻く状況
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会員数の推移
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会員数の推移（人口に対する比率）
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国内およびICT産業の経済規模の推移

主な産業の国内生産額（2019年） 国内生産額の推移（名目）

情報通信産業
79兆円

54兆円

急成長産業がない
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人工知能学会の会員数

出典：人工知能学会ホームページ
https://www.ai-gakkai.or.jp/pdf/general-meeting/no36.pdf
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通信インフラ市場における日本の国際競争力

情報通信審議会 情報通信技術分科会 技術戦略委員会（第27回）資料27－2，p.11より転載

上位5社で
基地局シェアの

97％

日本企業は
1.5％

ファーウェイ
（中国）

エリクソン
（スウェーデン）

ノキア
（フィンランド）

サムスン電子
（韓国）

ZTE
（中国）

ＮＥＣ
（日本）0.8%

富士通
（日本）0.７%

シスコシステムズ
（米国）0.７%

その他 0.9％
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次世代の通信システムとは？

3G 4G 5G
5G+

6G

通信システムとしてのXG

新たな社会インフラとしての6G

勝者の理論

チャレンジャーの理論
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研究者を取り巻く環境の変化

 海外主要学会への採録により研究成果が測られる風潮
 2013年「研究大学強化促進事業」
→TOP10%論文数を評価指標に導入

 2014 年「ス ーパーグローバル大学創成支援事業」
→論文の被引用状況、論文の国際共著状況を評価指数に導入

 2019年度からの国立大学の運営費交付金配分
→共通指標による分配を開始、TOP10%論文数が評価指数に導入
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研究の評価指標

Bibliometrics Altmetrics

論文数・引用数に基づく指標

・Journal Impact Factor
・h-index

ソーシャルメディアを活用した指標

・Altmetric.com

権威ある学術誌が優位 英語が優位

普及するかは不透明ながらも新しい指標
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世界のジャーナルの言語
各国のジャーナル投稿先比率 自国ジャーナルでの利用言語

(母国語・白-英語・紫)

• 各国で母国語の投稿文化は多少存在
• 中国では3割以上

• 日本には研究会原稿もある

出典：https://www.mext.go.jp/component/b_menu/shingi/giji/__icsFiles/afieldfile/2017/03/08/1382861_01.pdf
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電子情報通信学会の発展に向けて
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アクションプラン

 産学官の連携強化
 企業イニシアティブ委員会の設立

 企業から見た学会の魅力の検証、学会の貢献の見える化

 学会のグローバル価値の向上
 翻訳プラットフォーム検討プロジェクト
 言語の壁を乗り越える技術革新（母国語での参加）

 新たな会員制度
 アソシエイトメンバー制度の検討
 研究者以外も会員に加え、社会に開かれた学会を目指す
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企業イニシアティブ委員会の設立

 企業イニシアティブ活動は、企業目線で
社会課題を解決するテーマの分科会を立
ち上げ、革新的手法を“産学官”により創
造する場

 特定の専門領域の枠を超えた議論により
新たなビジネスチャンスを創造する場

 ジュニア会員、学生員にも参加の機会を
提供、人材育成促進のための議論も歓迎
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分科会発足プロセス

 テーマを企業自らが提案し、テーマごとに分科会を立ち上げる
1. テーマ公募（委員会から企業へ）
2. 趣意書を提出（企業）
3. 趣意書を公開し会員より意見募集（委員会から会員へ）
4. 審査（委員会）
5. 諾否の報告（委員会から理事会、企業、会員へ）
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分科会で扱うテーマと基準

 対象テーマ
1. 持続可能な企業活動を通して社会課題の解決を目指すテーマ
2. 産業を世界規模に成長させる新技術の標準化・認証・検証に関するテーマ
3. 新事業領域を創出するビジネスインキュベーションに関するテーマ

 基準
 実現性、革新・独創性、影響・波及力、国際性、その他アピール事項
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翻訳プラットフォーム検討プロジェクト

 海外学会が英語一択の現状に対して，各国母国語選択は，多様
性の観点で本会グローバル化の差異化要素になる

 日本語で執筆，プレゼンした内容が多言語に翻訳され，海外学
会会員が本会にアクセスする機会増加を目指す
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総務省・グローバル・コミュニケーション計画2025
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(案)専門用語訳作り, 論文&学会誌の翻訳

論文・学会誌
DB

IEICEメンバによる
専門用語の公式訳語作り

翻訳サーバー

IEICE
Webサーバー

専門用語の
対訳辞書

IEICE原稿の翻訳サービス
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アソシエイトメンバー制度の検討

 本会の活動の裾野を広げ、学会内外の広汎な連携活動を推進
 アソシエイトメンバー検討案
 研究者に限定せず本会の活動に関りを持った方々を対象
 一般向けコンテンツを無料で提供
 各種イベントへの参加を呼び掛け
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まとめ
 限界打破のイノベーション
 未曽有の危機の予測と回避、社会課題の解決

 本学を取り巻く状況
 会員数の推移、情報通信産業の状況、主要海外学会重視の傾向

 企業イニシアティブ委員会の設立
 国民が研究開発成果の利便性を享受できるような社会実装

 翻訳プラットフォーム検討プロジェクト
 母国語で参加できるなど新しい学会のスタイル
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初代会長利根川博士のお言葉

https://www.ieice.org/jpn_r/about/kaicho.html

演説要旨

 当初50名で発足した電信電話の研究会→800名を超え学会設立に至る
 電信電話は産業ばかりで研究要素が不足
 欧米の技術を利用するばかり

 欧米との開きが大きい
 国民・国も研究に理解がなく、研究費も僅か、遊びと思われている
 研究も改良（発明考案改良）が多く、世界的発明が殆どない

 学会の課題
 世界に発信していないので、欧米の人の注目を惹かない
 発明考案の研究が本質的に少ない（発表機会が少ないことが理由か？）

 世界への発信と発明考案の創出に力を入れたい
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